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「淡成居」扁額（昭和2年８月）
昭和2年の夏、是山は水前寺に新築し引っ越します。その時、

是山は新居に名前を付けようと蘇峰に相談しました。その時に蘇
峰が贈ってきた「淡成居」と揮毫した扁額です。

大正11年1月25日の義兄・河田精一氏に宛てた蘇峰書簡
大正11年は、5月、徳富蘇峰が23年ぶりに帰熊します。この時に蘇峰は阿蘇の「遠見ケ鼻」を「大

観望」と命名しますが、この年の帰熊を蘇峰が楽しみにして、早くも1月には大江義塾跡を守る姉光
子の夫・河田精一氏へ知らせた手紙です。「大観望」命名の時は是山も阿蘇に同行しました。
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昭和2年10月2日の蘇峰の書簡
蘇峰は是山へ「鹿児島へ行くので、その
時熊本により「淡成居」を訪問したい」とい
う内容の手紙を出しています。
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